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日
曜
日
の
説
教
。
舌
足
ら

ず
で
う
ま
く
言
え
な
か
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ミ
サ
の

帰
り
に
「
こ
れ
こ
れ
の
こ
と

が
言
い
た
か
っ
た
の
で
す

か
」
と
的
確
に
指
摘
を
い
た

だ
い
た
。
人
間
の
言
葉
は
し

ば
し
ば
不
十
分
で
あ
る
が
、

聞
く
人
に
聖
霊
が
働
い
て
結

果
と
し
て
う
ま
く
伝
わ
る
の

か
も
知
れ
な
い
▼
伝
え
る
べ

き
み
こ
と
ば
は
汲
み
尽
く
せ

ぬ
ほ
ど
豊
か
で
あ
る
の
に
人

間
の
表
現
力
に
は
限
界
が
あ

る
。
み
こ
と
ば
に
奉
仕
す
る

者
は
常
に
「
文
字
は
殺
し
ま

す
が
、
霊
は
生
か
し
ま
す
」

（
２
コ
リ
ン
ト
３
・
６
）
と

い
う
パ
ウ
ロ
の
言
葉
を
忘
れ

る
べ
き
で
は
な
い
▼
そ
れ
で

も
反
省
は
な
か
な
か
生
か
さ

れ
な
い
。
春
の
新
学
期
、
中

学
１
年
生
に
な
っ
た
ば
か
り

の
生
徒
に
教
会
で
教
え
て
い

た
と
き
、
小
学
生
気
分
が
抜

け
き
ら
な
い
の
か
落
ち
着
か

な
い
子
に
し
び
れ
を
切
ら
し

て
つ
い
言
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
お
い
こ
ら
、
小
学
校
７
年

生
」。
発
し
た
言
葉
は
取
り

返
し
が
つ
か
な
い
。
そ
の
子

を
生
か
す
指
導
で
は
な
か
っ

た
と
素
直
に
認
め
た
い
▼
一

方
で
聖
霊
の
働
き
は
人
間
の

度
重
な
る
失
敗
を
覆
っ
て
余

り
あ
る
。「
僕
は
小
学
校
７

年
生
と
言
わ
れ
た
け
れ
ど
、

見
返
し
て
や
る
」
と
あ
と
で

そ
の
堅
信
組
の
子
は
書
い
た
。

あ
わ
れ
み
深
い
神
は
、
人
間

の
愚
か
さ
を
恵
み
で
覆
っ
て

く
だ
さ
る
。
春
は
進
学
・
就

職
・
転
勤
さ
ま
ざ
ま
な
ド
ラ

マ
の
季
節
だ
。
思
い
通
り
に

行
か
な
か
っ
た
人
が
い
て
も

悔
や
ん
だ
り
誰
か
の
せ
い
に

し
た
り
は
す
ま
い
。
た
と
え

納
得
で
き
な
い
こ
と
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、「
わ
た
し
の

恵
み
は
あ
な
た
に
十
分
で
あ

る
」（
２
コ
リ
ン
ト　

・
９
）。
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に

 

あ
な
た
が
た
は
、
キ
リ
ス
ト
と

と
も
に
復
活
し
た
の
で
あ
る
か

ら
、
上
に
あ
る
も
の
を
求
め
よ
。

 �
�
�
 

コ
ロ
サ
イ
３
章
１
節
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す
べ
て
の
司
祭
、
信
徒
が
と
も
に
集
ま
っ
て
聖
香
油
の
ミ

サ
を
さ
さ
げ
る
の
は
教
会
教
父
の
時
代
か
ら
の
姿
で
あ
る
。

受
難
の
火
曜
日
（
４
月　

日
）
に
行
わ
れ
た
聖
香
油
の
ミ
サ

１１

に
は
、
修
道
者
、
信
徒
、
ま
た
各
地
区
か
ら
の
司
祭
が
集
ま
っ

た
。
ミ
サ
後
は
、
長
年
奉
仕
し
て
き
た
司
祭
と
新
司
祭
ら
を

祝
う
式
典
も
行
っ
た
。

　

ミ
サ
中
に
洗
礼
志

願
者
の
油
、
洗
礼
・

堅
信
・
叙
階
の
秘
跡

の
油
、
病
者
の
塗
油

の
油
が
聖
別
さ
れ
た
。

こ
の
日
の
ミ
サ
に
は

こ
れ
か
ら
も
全
司
祭

の
参
加
が
望
ま
れ
る
。

聖
香
油
の
ミ
サ
の
後
、

カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
内
の
レ
ス
ト
ラ

ン
で「
司
祭
職
の
日
」

を
祝
う
式
典
が
開
か

れ
、
叙
階　

周
年
を
迎
え
た

７０

中
島
万
利
神
父
、　

周
年
の

５０

佐
藤
哲
夫
神
父
、　

周
年
の

２５

岩
村
知
彦
神
父
、
烏
山
邦
夫

神
父
、
古
巣
馨
神
父
と
４
人

の
新
司
祭
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

は
じ
め
に�
見
三
明
大
司

教
が
お
祝
い
の
司
祭
方
に
あ

い
さ
つ
を
述
べ
た
。「
長
崎

教
区
は
司
祭
に
は
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。　

人
の
司
祭
を
派

１１

遣
し
て
日
本
の
教
会
へ
の
貢

献
も
し
て
い
ま
す
。
教
区
内

で
お
働
き
の
司
祭
に
も
さ
ら

に
ご
尽
力
く
だ
さ
る
よ
う
に

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
下
村

徹
神
父
さ
ま
が
鹿
児
島
教
区

か
ら
長
崎
教
区
に
入
籍
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
健

康
に
留
意
さ
れ
て
く
だ
さ

い
。」

　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
、
金
祝
、

銀
祝
の
司
祭
か
ら
一
言
ず
つ
。

「
現
役
司
祭
と
し
て

　

年
、
引
退
司
祭
と

５５し
て　

年
に
な
り
ま

１５

す
。
洗
礼
の
恵
み
に

あ
ず
か
っ
た
数
々
の

出
会
い
が
あ
り
ま
し

た
」（
中
島
万
利
神

父
）。

　
「
４
月　

日
に
司

２５

祭　

周
年
に
な
り
ま

５０
す
。
恥
ず
か
し
な
が

ら
祝
い
の
席
に
立
た

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば

り
ま
す
」（
佐
藤
哲
夫

神
父
）。

　
「
一
つ
の
区
切
り
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
先
輩

神
父
さ
ま
を
目
標
に
ま
た
が

ん
ば
り
ま
す
」（
岩
村
知
彦
神

父
）。

　
「　

周
年
記
念
の
カ
ー
ド

２５
に
教
皇
さ
ま
か
ら
の
言
葉
を

選
び
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

教
皇
さ
ま
の
見
守
り
を
感
じ

つ
つ
が
ん
ば
り
ま
す
」（
烏
山

邦
夫
神
父
）。

　
「
私
が
神
学
生
時
代
に
出

し
続
け
た
す
べ
て
の
手
紙
を

出
身
教
会
の
当
時
の
主
任
司

祭
が
大
切
に
し
て
い
た
と
聞
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フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ザ
ビ
エ
ル
生
誕
５
０
０
年
を
記
念
し
て

�
見
大
司
教
が
定
め
た
「
ザ
ビ
エ
ル
年
」
も
す
で
に
５
カ

月
が
過
ぎ
た
。
昨
年　

月
４
日
に
ザ
ビ
エ
ル
年
開
年
ミ
サ

１２

を
行
っ
た
平
戸
地
区
で
ザ
ビ
エ
ル
生
誕
の
日
に
当
た
る
４

月
７
日
、
平
戸
ザ
ビ
エ
ル
記
念
教
会
に
平
戸
地
区
の
司
祭

団
、
信
徒
が
集
い
、

ザ
ビ
エ
ル
生
誕
記
念

ミ
サ
を
さ
さ
げ
た
。

　

地
区
の
信
徒
３
０

０
人
が
参
加
す
る
中
、

「
聖
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
取

り
次
ぎ
を
求
め
る
祈

り
」
を
唱
え
、
ザ
ビ

エ
ル
像
に
献
香
し
て

崇
敬
の
念
を
表
し
て

か
ら
通
常
の
ミ
サ
に

入
っ
た
。
主
司
式
と

説
教
は
３
月
の
転
勤

で
平
戸
地
区
長
と

な
っ
た
中
島
健
二
神

父
が
行
っ
た
。

　

説
教
の
中
で
中
島

神
父
は
、
ザ
ビ
エ
ル

が
生
ま
れ
た
４
月
７

日
は
の
ち
に
ザ
ビ
エ

ル
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
か

ら
イ
ン
ド
に
派
遣
さ

れ
る
日
と
な
り
、
宣

教
師
と
し
て
の
新
た

な
誕
生
日
と
な
っ
た

こ
と
、
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
が
繰
り
返
し
呼
び
掛
け

た
「
新
し
い
福
音
宣
教
」
の
た
め
に
宣
教
へ
の
新
た
な
熱

意
と
各
人
が
遣
わ
さ
れ
る
場
所
を
見
極
め
る
目
を
願
い
求

め
る
よ
う
語
っ
た
。

　

最
後
に
、
宣
教
す
る
長
崎
大
司
教
区
を
目
指
し
て
組
織

の
改
革
も
進
ん
で
い
る
の
で
、
平
戸
地
区
も
組
織
を
生
か

す
人
そ
の
も
の
に
ザ
ビ
エ
ル
の
取
り
次
ぎ
を
願
い
な
が
ら

大
き
な
収
穫
を
主
に
祈
り
求
め
る
よ
う
に
励
ま
し
た
。
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▼
教
区
（
４
月　

日
着
任
）

３０

堤　
　

好
治
師　

上
神
崎
主
任
（
西
木
場
主
任
）

阿
野　

武
仁
師　

島
原
主
任
（
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
）

古
巣　
　

馨
師　

サ
バ
テ
ィ
カ
ル
（
島
原
主
任
）

中
村　
　

満
師　

小
共
同
体
推
進
室
長
兼

　
　
　
　
　
　
　

カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
・
本
部
事
務
局

中
浜　

敬
司
師　

研
修　

ア
メ
リ
カ
（
宝
亀
主
任
）

大
水　

文
隆
師　

宝
亀
主
任
（
大
司
教
秘
書
・
書
記
長
）

一
ノ
瀬
輝
幸
師　

西
木
場
主
任
（
上
神
崎
主
任
）

尾
高　

修
一
師　

大
司
教
秘
書
・
書
記
長
（
長
崎
コ
レ
ジ
オ
）

▼
コ
ン
ベ
ン
ツ
ア
ル
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会

谷
崎
新
一
郎
師　

本
河
内
助
任

　
　
　
　
　
　
　
（
イ
タ
リ
ア
・
ア
シ
ジ
修
道
院
）

大
水　

恵
一
師　

聖
母
の
騎
士
学
園
修
道
院
（
新
司
祭
）

▼
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
会

ハ
ン
ス
・
ハ
ヌ
ス
師　

鹿
児
島
・
母
間
教
会
協
力
司
祭

　
　
　
　
　
　
　
（
愛
宕
主
任
）

石
田　
　

望
師　

愛
宕
助
任
（
鹿
児
島
・
母
間
教
会
助
任
）

▼
神
言
会

ピ
ー
タ
ー
・
ジ
ェ
マ
マ
ッ
ト
師　

聖
ル
ド
ヴ
ィ
コ
神
学
院

　
　
　
　
　
　
　
（
西
町
助
任
）

マ
リ
ア
ヌ
ス
・
パ
レ
・
ヘ
ラ
師　

名
古
屋
・
日
本
管
区
セ
ン

タ
ー
（
聖
ル
ド
ヴ
ィ
コ
神
学
院
）

▼
マ
リ
ア
会

平
手　

勝
博
師　

東
京
・
シ
ャ
ミ
ナ
ー
ド
修
道
院

　
　
　
　
　
　
　
（
海
星
修
道
院
）

▼
聖
ア
ウ
グ
ス
チ
ノ
会

ダ
ー
ニ
ョ
・
へ
ス
ー
ス
師　

城
山
助
任

　
　
　
　
　
　
　
（
聖
ヨ
セ
フ
養
成
の
家
）

▼
高
松
教
区
（
４
月
１
日
付
）

浜
口　

末
雄
師　

高
松
教
区
本
部
事
務
局
長
兼

　
　
　
　
　
　
　

高
松
地
区
協
力
宣
教
司
牧
協
力
司
祭

　
　
　
　
　
（
教
区
本
部
事
務
局
長
兼
小
豆
島
・
土
庄
主
任
）

▼
福
岡
教
区
（
４
月　

日
付
）

２３

竹
内　

英
次
師　

熊
本
・
玉
名
主
任
兼
荒
尾
主
任

　
　
　
　
　
　
　
（
玉
名
主
任
）
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昨
年
７
月
か
ら
病
気
の
た

め
ス
ペ
イ
ン
に
帰
郷
、
入
院

し
療
養
を
続
け
て
い
た
オ
プ

ス
・
デ
イ
の
ア
カ
ソ
神
父
が
、

今
年
４
月
正
式
に
ス
ペ
イ
ン

に
帰
国
と
な
っ
た
。

　

ア
カ
ソ
神
父
は
１
９
５
９

年
に
来
日
し
、
長
崎
を
中
心

に
日
本
で
の
宣
教
に
尽
力
し

た
。
昨
年
８
月
７
日
に
は
司

祭
叙
階　

年
の
金
祝
を
迎
え

５０

て
い
た
。
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《
西
町
教
会
》

　

西
町
教
会
で
は
、
今
年

復
活
徹
夜
祭
で　

人
の
成

１６

人
の
受
洗
者
が
あ
っ
た
。

同
時
受
洗
と
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
記
録
的
な

数
で
あ
る
。

　

主
任
司
祭
川
上
進
神
父

は
説
教
の
中
で
、
西
町
教

会
に
赴
任
し
て
９
年
目
に
、

こ
の
よ
う
な
恵
み
を
教
会

共
同
体
の
豊
か
さ
の
し
る

し
と
し
て
受
け
止
め
、
こ

れ
か
ら
の
歩
み
に
大
き
な
力

を
得
た
こ
と
を
述
べ
た
。

　

ミ
サ
後
、
受
洗
者
を
囲
ん

で
、
さ
さ
や
か
で
は
あ
っ
た

が
、
お
祝
い
会
が
催
さ
れ
た
。

今
回
の
メ
ン
バ
ー
に
、
２
家

族
が
母
子
で
洗
礼
を
受
け

た
。
ど
ち
ら
も
父
親
だ
け

が
信
者
と
い
う
ケ
ー
ス
で
、

時
が
か
な
っ
た
こ
と
の
喜

び
を
隠
せ
な
い
父
親
と
家

族
に
大
き
な
拍
手
が
わ
い

た
。

　

創
設　

周
年
を
２
年
後

５０

に
ひ
か
え
た
、
西
町
教
会

お
よ
び
南
山
第
二
学
園
の

母
体
で
あ
る
神
言
会
に

と
っ
て
も
、
宣
教
の
実
り

を
実
感
し
た
と
思
わ
れ
る
。

《
福
江
教
会
・
浜
脇
教
会
》

　

福
江
教
会
で
は
７
人
の
成

人
の
洗
礼
と
１
人
の
幼
児
洗

礼
が
、
浜
脇
教
会
で
は
１
人

の
成
人
洗
礼
が
行
わ
れ
た
。

福
江
教
会
で
８
人
が
同
時
に

洗
礼
を
受
け
る
と
い
う
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
浜
脇
教

会
で
は
幼
児
洗
礼
を
含
め
て

約
３
年
ぶ
り
の
洗
礼
式
だ
っ

た
。
大
半
が
結
婚
後
の
洗
礼

だ
が
、
求
道
者
か
ら
出
発
し

て
洗
礼
に
導
か
れ
た
人
も
い

た
。

　

福
江
教
会
の
洗
礼
式
で
は

受
洗
者
の
子
供
が
侍
者
を
し

て
洗
礼
式
の
奉
仕
を
し
、
ま

た
親
子
で
洗
礼
の
恵
み
に
与

る
な
ど
た
く
さ
ん
の
喜
び
が

あ
り
、
浜
脇
教
会
で
は
参
列

者
一
同
が
家
族
の
よ
う
に
こ

の
日
の
喜
び
を
分
か
ち
合
っ

た
。
離
島
と
い
う
限
ら
れ
た

条
件
の
中
で
も
、
福
音
の
種

を
ま
く
機
会
は
ま
だ
ま
だ
あ

る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
感
じ

さ
せ
る
復
活
徹
夜
祭
と
な
っ

た
。

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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西
町
教
会
・
福
江
教
会

き
、
感
激
し
ま
し
た
」（
古
巣

馨
神
父
）。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
を
い
た

だ
い
た
後
、
会
食
が
コ
レ
ジ

オ
の
院
長
と
な
っ
た
山
脇
守

神
父
の
発
声
で
に
ぎ
や
か
に

始
ま
っ
た
。
司
祭
が
互
い
を

思
い
や
る
深
い
絆
を
感
じ
た
。

西
町
教
会
の　

人
の
受
洗
者

１６

福
江
教
会
の
８
人
の
受
洗
者
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▼
イ
エ
ズ
ス
会
立
山
修
道
院

お
知
ら
せ　

�
祈
り
の
一
日　

５
月
８
日

��
�
�
�

��
�
�
�
�
�

長
崎
大
司
教
区

�
青
田　

憲
様
（
浦
上
）

　

故
マ
リ
ア
青
田
和
恵
様

長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院

�
青
田　

憲
様
（
浦
上
）

　

故
マ
リ
ア
青
田
和
恵
様

�
森
田
ハ
ル
ヨ
様
（
浦
上
）

��
�

岩
永
春
時
様
（
三
浦
町
）

　

右
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
賜

り
ま
し
た
。
お
礼
と
ご
報
告

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院

�
　

９
時　

分
〜　

時
半　

５０

１５

※
５
月
７
日�
は
中
止
で
す
。

�
と
も
に
祈
る
日
　々

５
月

　

日�
〜　

日�
　

初
日　

１３

１４

１７

時
〜
翌
日　

時
半　

※
５
月

１５

　

日�
〜　

日�
、
６
月
２

２９

３１

日�
〜
４
日�
は
中
止
で
す
。

「
祈
り
の
一
日
」「
と
も
に

祈
る
日
々
」
は
、
実
生
活

や
問
題
を
振
り
返
り
、
静

か
に
祈
り
た
い
、
静
か
な

時
間
を
持
ち
た
い
と
思
う

方
は
ど
な
た
で
も
（
信
徒
、

一
般
の
方
も
問
い
ま
せ

ん
）
自
由
に
参
加
で
き
る

も
の
で
す
。

℡
０
９
５（
８
２
１
）４
５
７
７

▼
平
和
の
元
后
マ
リ
ア
の
共

同
体
ミ
サ　

ロ
ー
ザ
・
ミ
ス

テ
ィ
カ　

５
月　

日�
　

時

１３

１３

半
〜　

時
半　

永
井
学
生
セ

１６

ン
タ
ー　

遠
山
満
神
父
司
式

問
合
先
・
崎
谷
正
子

℡
０
９
５（
８
４
６
）８
２
９
６

▼
研
修
会「
初
聖
体
の
典
礼
」

５
月　

日�
　

時
半
〜　

時

１４

１３

１６

半　

純
心
幼
稚
園
（
長
崎
市

文
教
町
）　

入
信
の
秘
跡
で

あ
る
初
聖
体
の
よ
り
よ
い
典

礼
を
目
指
し
ま
す
。　

教
区

典
礼
委
員
会
主
催　

申
込

先
・
研
修
会
事
務
局
（
長
崎

カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
内
）

℡
０
９
５（
８
４
４
）１
０
９
６

�
０
９
５（
８
４
０
）０
７
５
０
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４
月
８
日
、
南
島
原
市
口

之
津
町
の
大
泊
に
、
か
つ
て

の
教
会
跡
を
示
す
美
し
い
記

念
碑
が
建
立
さ
れ
、
除
幕
式

が
行
わ
れ
た
。
記
念
碑
は
口

之
津
史
談
会
（
林
田
亭
夫
会

長
）
の
尽
力
に
よ
る
も
の
。

１
５
６
４
年
ト
ー
レ
ス
神
父

と
イ
ル
マ
ン
・
ア
ル
メ
イ
ダ

が
建
て
た
教
会
の
歴
史
を
物

語
っ
て
い
る
。
そ
の
教
会
で

町
の
す
べ
て
の
人
々
が
受
洗

し
、
大
村
純
忠
は
ト
ー
レ
ス

神
父
と
話
し
合
っ
て
長
崎
開

港
を
決
定
し
た
。
ヴ
ァ
リ

ニ
ャ
ー
ノ
神
父
は
セ
ミ
ナ
リ

ヨ
の
会
則
な
ど
を
定
め
、
中

浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
神
父
は
長
年

そ
の
近
辺
で
活
躍
し
た
。

　

記
念
碑
の
説
明
と
と
も
に

次
の
言
葉
が
日
本
語
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
、
ハ
ン
グ
ル
語
と

英
語
で
刻
ま
れ
て
い
る
。

「
今
も
、
こ
の
地
に
た
た
ず

め
ば
、
素
朴
で
清
ら
か
な
聖

歌
の
調
べ
が
、
オ
ル
ガ
ン
の

音
に
の
っ
て
心
地
よ
く
耳
に

響
い
て
く
る
よ
う
で
あ
る
」

　

故
ド
ミ
ニ
コ

　
　
　

森
田
留
三
郎
様

　

右
の
方
々
か
ら
神
学
生
養

成
な
ど
の
た
め
に
、
香
典
返

し
に
代
え
て
ご
芳
志
を
賜
り

ま
し
た
。
お
礼
と
ご
報
告
を

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
故

人
の
ご
め
い
福
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

会 
葬 
御 
礼

　

カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大
司
教
区
司
祭
・
使
徒
ヨ
ハ
ネ
村
岡
正
晴

神
父
の
逝
去
に
つ
き
ま
し
て
は
早
速
、
ご
丁
重
な
る
弔
問
・
弔
電

な
ら
び
に
ご
香
典
を
賜
り
、
葬
儀
の
際
に
は
ご
会
葬
・
献
花
の
弔

意
に
接
し
ま
し
た
う
え
、
各
教
会
・
修
道
院
で
故
人
の
た
め
に

お
祈
り
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
た
く
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
々
拝
眉
の
う
え
御
礼
申
し
上
げ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
紙
上
を

も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

二
〇
〇
六
年
三
月

カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大
司
教
区　
　

大
司
教　
�
��
�
�
　

長崎大司教区現勢統計表（２００５年１２月３１日現在）

７１小　教　区�……長　崎　県地　　　域�……
�１準 小 教 区�……��１��平方キロ面　　　積�……
６０巡 回 教 会�……１��������人県　人　口�……
�１集　会　所�……（総数）������人カトリック�……

計司祭・他信徒数
６７�７２８人１�１７８人６６�５５０人２００３年度（総数）
６６,９１９人１,１５５人６５,７６４人２００４年度（総数）
６６,２７８人１,１０４人６５,１７４人２００５年度（総数）

死亡者
結　 婚

ミ サ 参 加 者洗 礼
世帯数

信 徒 総 数
小教区名 他宗

同士
信徒・
他宗教

信者
同士降誕祭復活祭主　日成 人幼 児計女男

6234257,0006,0003,50015421,7577,2373,9723,265浦 上
1406060055045022304960518442稲 佐
271671,8001,6001,1008147842,7381,4711,267城 山
1901301,5001,5008008167412,4941,3211,173西 町
2011249008006501085202,0881,129959本 原
40203002501205274299167132三 ツ 山
108938008206203104741,388782606中 町
201135033024002178485272213神 ノ 島
1105560060040046285992538454木 鉢
2011221,2001,000650045601,9801,106874飽 の 浦
0000806050135717410074本 河 内
10111020017015000127426244182八 幡 町
712050035020045212794523271愛 宕 町
823161550550350442641,046591455大 浦
30112302301501580316174142大 山
204142020020023250763406357小 ケ 倉
8060450400300233701,245656589深 堀
503130025020011183546286260香 焼
633029031026003217425256169馬 込
90311,8001,0008001148043,1901,6701,520滑 石
1601060050040034256810451359出 津
1723140038030023255844443401黒 崎
12031700700400333051,119589530時 津
4021400380260483181,008516492長 与
30306505003503123201,210668542東 長 崎
50511,0007005505214401,642868774植 松
702440040030094214764428336水 主 町
5031450400250733591,104596508諫 早
111010340250134714328愛 野
23302501006001691638182島 原
60003502752601004439029793湯 江
16360900600420993801,181661520三 浦 町
600035035022003186695379316鹿 子 前
807140035030083219703374329俵 町
8030400350250273151,095577518大 野
110838008006006114811,129612517相 浦
4041500500300115230931470461浅 子
703045040028007231580302278黒 島
311030025013012115312171141太 田 尾
1501619007505004233271,678849829神 崎
500160055035016174763357406褥 崎
3040400400270012135564319245大 崎
100022001509002149494261233天 神
103030025020002180672355317早 岐
1121355050040045240784422362平戸ザビエル
1300030025020000155559296263上 神 崎
31003002802000294381199182宝 亀
17292750750400213236851457394田 平
13370900900600193061,345732613紐 差
1104150040030024194683350333西 木 場
504040040025004180753429324平 戸 口
30105005002000260319184135山 田
212020020016001114334175159青 方
1100030030020024131388188200大 曽
150117007004500134001,269637632青砂ケ浦
402035035025018132504262242丸 尾
600125023020002147370195175仲 知
204350050045031205621305316曽 根
601055050035016203886489397鯛 ノ 浦
701043040030023204485243242浜 串
600240040025024206559291268桐
200035035025001125411179232真手ノ浦
50012202001501388438226212土井ノ浦
130601,0009008003114531,202589613福 江
200085856000421286266浜 脇
601145045035004190557319238浦 頭
401038038015010134434228206奈 留
801150050030017179663338325水 の 浦
800040035027014162375230145三 井 楽
100014012010000661729478貝 津
201012010060006119510788井 持 浦

599602857643,19838,04025,90517642018,68465,17435,07530,099合 計

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年
か
ら
復
元
工
事

１４

を
進
め
て
い
た
大
野
教
会

（
明
治　

年
建
設
）
が
今
年

２６

３
月　

日
無
事
に
完
了
し
た
。

３１

工
事
開
始
か
ら
ず
っ
と
見

守
っ
て
い
た
出
津
教
会
主
任

鳥
瀬
文
武
神
父
か
ら
感
謝
の

言
葉
が
寄
せ
ら
れ
た
。「
ド
・

ロ
神
父
さ
ま
が
お
建
て
に

な
っ
た
教
会
が
再
び
使
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
多

く
の
方
々
の
ご
支
援
・
ご
協

力
の
お
か
げ
だ
と
、
信
徒
一

同
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
文
化
財
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
祈
り
の
家
・
福

音
宣
教
の
場
と
し
て
使
っ
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

近
く
を
通
る
際
は
、
足
を
延

ば
し
て
、
静
か
な
祈
り
の
時

間
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
ら

幸
い
で
す
」。
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「
平
和
を

願
う
対
話
の

旅
」
が
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
・
聖

地
の
こ
ど
も

を
支
え
る
会

の
主
催
（
３

月
22
日
～
４

月
３
日
・
中

村
満
師
同

行
）
で
行

わ
れ
、
11
人

（
長
崎
の
高

校
生
１
人
を

含
む
）
が
参
加
し
、
イ
ス
ラ

エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
を
訪
れ

た
。
旅
の
主
な
テ
ー
マ
は
、

再
会
・
交
流
・
対
話
・
体

験
。

　

テ
ル
ア
ビ
ブ
の
空
港
に
降

り
立
っ
た
子
供
た
ち
は
、
昨

夏
訪
日
し
た
両
地
の
高
校
生

数
人
と
再
会
し
、
抱
き
合
っ

て
喜
び
を
表
し
、
近
況
を
語

り
合
っ
た
。

　

日
程
の
中
に
は
、
学
校
訪

問
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
両
地

の
両
親
を
交
え
た
集
い
な
ど

が
あ
り
、
子
供
た
ち
を
始

め
、
大
人
と
の
交
流
・
対
話

を
行
い
、
相
互
理
解
を
深
め

た
。

　

体
験
と
し
て
は
、
エ
ル
サ

レ
ム
旧
市
街
、
ベ
ツ
レ
ヘ
ム

の
「
分
離
の
壁
」
、
難
民
キ

ャ
ン
プ
、
ヤ
ド
・
ヴ
ァ
シ

ェ
ム
（
ユ
ダ
ヤ
人
６
百
万
人

の
犠
牲
者
の
記
念
館
）
、
ゴ

ラ
ン
高
原
、
鉄
器
時
代
や
旧

約
時
代
の
遺
跡
な
ど
の
見
学

も
盛
り
込
ま
れ
、
「
平
和
」

の
視
点
で
聖
書
の
時
代
か
ら

現
代
ま
で
を
体
感
し
た
。
中

で
も
、
両
者
を
分
か
つ
「
分

離
」
の
壁
は
、
現
地
で
し
か

体
験
で
き
な
い
強
い
衝
撃
を

参
加
者
に
与
え
た
。

　

今
後
も
日
本
を
交
え
た
３

者
で
、
対
話
と
交
流
を
継
続

し
、
和
解
と
平
和
に
向
け
て

忍
耐
強
く
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
を
確
認
し
合
っ
た
。

　

昨
年
７
月
30
日
～
８
月
12
日
「
平
和
を
つ
く
る
子
ど
も
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
」
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
パ

レ
ス
チ
ナ
の
高
校
生
（
12
人
）
日
本
人
の
高
校
生
（
７
人
）
を
招
き
東
京
、
広
島
を
訪
問
の
後
、
被
爆
地
・
長
崎
で
は

７
日
か
ら
11
日
ま
で
滞
在
、
「
平
和
」
に
つ
い
て
学
習
し
た
。

　

長
崎
市
内
で
は
平
和
公
園
、
爆
心
地
の
ほ
か
、
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
・
髙
見
大
司
教
、
長
崎
市
・
伊
藤
市
長
を
表

敬
訪
問
、
８
日
、
長
崎
県
宗
教
者
懇
話
会
主
催
の
「
慰
霊
祭
」
、
９
日
の
平
和
祈
念
式
典
に
も
参
列
し
た
。

　

高
校
生
の
長
崎
で
の
行
動
に
は
中
村
満
神
父
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
信
徒
が
同
行
、
案
内
・
世
話
係
り
を
務
め
た
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
、
パ
レ
ス
チ
ナ
訪
問
に
は
、
長
崎
か
ら
は
中
村
神
父
と
活
水
高
・
滝
川
理
紗
さ
ん
が
参
加
し
た
。

　

復
活
祭
の
４
月
16
日（
日
）

黒
崎
教
会
で
市
民
セ
ミ
ナ
リ

ヨ
２
０
０
６
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

「
イ
ー
ス
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
開
か
れ
た
。
演
奏
は
カ

ノ
ー
ネ
弦
楽
五
重

奏
団
、
歌
唱
と
弦

楽
、
イ
ト
ウ
・
キ

ネ
ン
・
シ
ン
ガ
ー
ズ
の
メ
ン

バ
ー
で
、
ハ
イ
ド
ン
「
十
字

架
上
の
七
つ
の
言
葉
」
な
ど

の
曲
を
披
露
。
３
０
０
余
人

の
観
衆
を
魅
了
し
た
。

　

地
球
単
位
で
行
動
で
き
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
目
指
す
、

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
総
会
・

長
崎
大
会
は
、
４
月
22
日
、

カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
約
２
５
０
人
が
参

加
し
た
。

　

開
会
宣
言
、
広
岡
洋
子
会

長
の
あ
い
さ
つ
、
松
浦
悟
郎

担
当
司
教
の
励
ま
し
の
言

葉
、
髙
見
大
司
教
の
あ
い
さ

つ
を
う
け
て
、
永
井
記
念
館

館
長
・
永
井
徳
三
郎
氏
の「
永

井　

隆
の
生
き
ざ
ま
に
見
る

奉
仕
の
精
神
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
基
調
講
演
が
あ
っ
た
。

続
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
の
紹
介
。
午
後
は
「
エ

イ
ズ
と
共
に
生
き
る
社
会
に

―

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」

と
題
し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
。
パ
ネ
リ
ス
ト
に

ラ
ー
リ
ー
修
道
士
、
医
師
前

川　

勲
氏
ら
を
迎
え
、
韓
国

に
お
け
る
エ
イ
ズ
の
取
り
組

み
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
エ

イ
ズ
問
題
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
発
言
が
あ
っ

た
。

　

ま
た
、
青
年
部
集
会
は
、

高
橋
哲
哉
氏
（
東
大
大
学
院

教
授
）
を
講
師
に
、「
靖
国

問
題
と
は
何
か―

追
悼
か
ら

平
和
へ
」に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　

23
日
は
全
体
会
（
総
会
）、

こ
の
あ
と
、
浦
上
教
会
で
髙

見
大
司
教
、
松
浦
司
教
、
下

口　

勲
神
父
ら
共
同
司
式
に

よ
る
「
派
遣
ミ
サ
」
が
行
わ

れ
閉
会
し
た
。

　

教
区
連
合
婦

人
会
（
指
導
司

祭
山
内　

実
師
、

森
田
真
知
子
会

長
）
は
こ
の
ほ

ど
25
周
年
記
念

誌
を
発
行
し
た
。

　

髙
見
大
司
教
、

歴
代
指
導
司
祭
、

各
地
区
指
導
司
祭
、
歴
代
地
区

会
長
の
あ
い
さ
つ
、
祝
い
の
言

葉
の
他
、
各
地
区
婦
人
会
の

１
９
８
０
～
２
０
０
５

年
ま
で
の
25
年
に
わ
た

る
活
動
記
録
を
掲
載
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
キ
リ
シ
タ
ン

の
復
活
と
な
っ
た
杉
本

ユ
リ
、
福
祉
事
業
の
先
駆
者･

岩
永
マ
キ
な
ど
女
性
群
像
の
特

集
も
組
む
。

　

４
月
７
日

の
ザ
ビ
エ
ル

５
０
０
年
目

の
誕
生
日

に
、
長
崎
か

ら
45
人
の
巡

礼
団
が
鹿
児

島
の
ザ
ビ
エ

ル
の
足
跡
を

訪
ね
た
。
一

行
は
６
～
７

日
の
１
泊
２

日
で
、熊
本
・
人
吉
、鹿
児
島
・

川
内
と
足
を
延
ば
し
、
キ
リ

シ
タ
ン
遺
跡
の
多
さ
に
驚
か

さ
れ
た
と
い
う
。

　

ザ
ビ
エ
ル
は
４
５
７

年
前
（
１
５
４
９
年
）

に
鹿
児
島
祇
園
の
洲
に

到
着
後
、
伊
集
院
の
一

宇
治
城
で
島
津
貴
久
と

面
会
（
現
在
、
城
跡
に

は
貴
久
と
ザ
ビ
エ
ル
の

会
見
の
碑
が
建
つ
）、

領
内
の
布
教
の
許
可
を

得
た
後
、
２
年
３
カ
月

の
間
、
日
本
各
地
で
宣

教
活
動
を
行
い
、
多
く

　

教
区
の
組
織
見
直
し
に
よ

り
使
徒
職
評
議
会
（
指
導
司

祭
中
村　

満
師
、
井
手
義
美

会
長
、
写
真
）
は
４
月
８
日

の
終
了
総
会（
写
真
）で
活
動

の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
た
。

　

教
区
信
徒
使
徒
職
評
議
会

は
第
２
バ
チ
カ
ン
公
会
議
で

使
徒
職
へ
の
信
徒
の
積
極
的

な
参
加
が
奨
励
さ
れ
た
こ
と

を
う
け
て
１
９
５
７
年
に
設

立
、
以
来
49
年
に
わ
た
っ
て

着
実
に
活
動
の
歩
み
を
進

め
、
創
意
と
工
夫
を
傾
注
し

て
教
区
の
発
展
と
使
徒
的
活

動
の
推
進
に
多
大
の
役
割
を

果
た
し
た
。

　

近
年
の
活
動
を
見
る
と
、

信
徒
の
集
い
の
開
催
、
教
区

行
事
の
円
滑
な
実
施
、
一
菜

募
金
、
ク
リ
ス
マ
ス
募
金
の

実
施
、
ミ
サ
参
加
の
調
査
、

信
徒
や
司
祭
、
修
道
者
数
の

推
移
グ
ラ
フ
化
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
活
用
に
よ
る
教
区

内
外
へ
の
情
報
発
信
、
小
共

同
体
運
動
へ
の
取
り
組
み
、

教
会
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
調

査
、
「
聖
書
愛
読
マ
ラ
ソ

ン
」
の
実
施
な
ど
す
ば
ら
し

い
実
績
を
残
し
、
こ
の
６
月

に
も
創
設
さ
れ
る
教
区
評
議

会
に
引
き
継
が
れ
る
。

　

４
月
７
日
、
長
崎
カ
ト

リ
ッ
ク
神
学
院
で
５
人
の
新

入
生
の
入
学
式
が
家
族
や
出

身
教
会
主
任
神
父
ら
参
列
の

も
と
、
髙
見
大
司
教
司
式
に

よ
り
行
わ
れ
、
関
係
者
の
温

か
な
歓
迎
を
受
け
た
。
新
神

学
・
志
願
生
は
次
の
通
り
。

▼
長
崎
コ
レ
ジ
オ

大
学
１
年

　

下
原　

和
希（
土
井
ノ
浦
）

　

出
口　

隆
一（
浅　
　

子
）

▼
長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院

中
学
１
年
（
写
真
）

　

溝
口　
　

聖（
大　
　

崎
）

　

溝
口
雄
二
郎（
大　
　

崎
）

　

脇
浜　

優
也（
中　
　

町
）

中
学
３
年
（
写
真
下
）

　

林　
　

康
平
（
福
岡
・
伊
万
里
）

高
校
１
年

　

宮
原　

大
地（　

 
桐 　
）

▼
聖
ル
ド
ヴ
ィ
コ
神
学
院

高
校
１
年

　

木
村　
　

明
（
京
都
・
北
白
川
）

▼
聖
コ
ル
ベ
志
願
院

中
学
１
年

　

徳　

 　
雅
生（
那
覇
・
石
垣
）

高
校
１
年

　

京
塚　

祝
人（
滑　
　

石
）

▼
お
告
げ
の
マ
リ
ア
修
道
会

中
学
１
年

　

岩
田　

優
実（
天　
　

神
）

　

廣
田　
　

渚（
平　
　

戸
）

　

畑
原
奈
々
美（
上 

神 

崎
）

中
学
２
年

　

上
尾　

愛
美（
上 
神 
崎
）

▼
長
崎
純
心
聖
母
会

中
学
１
年

　

市
瀬
め
ぐ
み（
川　
　

棚
）

　

大
山　

美
和（
愛
知
・
聖
心
）

　

立
山　

聡
美（
本　
　

原
）

　

中
野　

千
秋（
川　
　

棚
）

の
福
音
の
種
を
ま
い
た
。

　

巡
礼
団
の
一
番
の
目
的
は

浦
上
四
番
崩
れ
で
、
鹿
児
島

に
移
送
さ
れ
た
３
７
５
人
の

信
者
の
う
ち
亡
く
な
っ
た
53

人
が
葬
ら
れ
て
い
る
福
昌
寺

跡
の
キ
リ
シ
タ
ン
墓
地
。
一

行
は
こ
の
墓
地
で
、
中
村
満

神
父
の
司
式
で
ミ
サ
を
さ
さ

げ
（
写
真
）、
霊
魂
の
安
息

を
祈
っ
た
。

　

巡
礼
団
員
は
「
２
日
間
の

短
い
旅
だ
っ
た
が
、
ザ
ビ
エ

ル
の
足
跡
、
キ
リ
シ
タ
ン
遺

跡
な
ど
を
訪
ね
、
多
く
の
こ

と
を
学
ん
で
心
に
刻
む
こ
と

が
で
き
た
」
と
感
想
を
語
っ

て
い
た
。

　

ド
イ
ツ
で
行
わ
れ
た
ワ
ー

ル
ド
ユ
ー
ス
デ
ー（
Ｗ
Ｙ
Ｄ
）

ケ
ル
ン
大
会
か
ら
８
カ
月
、

青
年
た
ち
は
教
区
を
越
え
て

交
わ
り
、以
前
に
も
増
し
て

活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

長
崎
で
は｢

Ｗ
Ｙ
Ｄ
を
広
げ

る
会
」
が
立
ち
上
が
り
、一

人
ひ
と
り
が
役
割
を
担
っ
て

い
る
。
深
堀
さ
ん
は
そ
の
会

長
を
務
め
る
。

　

い
つ
の
時
代
も
〝
若
者
の

教
会
離
れ
〟
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
が
、｢

青
年
た
ち
は
実

際
は
あ
ち
こ
ち
で
活
動
し
て

い
る
。『
広
げ
る
会
』
は
Ｗ

Ｙ
Ｄ
と
い
う
枠
に
と
ら
わ
れ

ず
、互
い
に
知
り
交
流
し
、そ

の
つ
な
が
り
を
次
の
世
代
へ

伝
え
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
」。
会
は
こ
れ
ま
で

Ｗ
Ｙ
Ｄ
報
告
会
や
カ
テ
ケ
ー

ジ
ス
開
催
を
経
験
し
、今
後

は
大
村
巡
礼
（
５
月
３
・
４

日
）、あ
っ
ち
こ
っ
ち
ミ
サ

（
同
21
日
）、九
州
青
年
キ
ャ

ン
プ（
日
程
未
定
）な
ど
へ
の 

参
加
を
予
定
、検
討
し
て
い
る
。

　

こ
の
２
月
は
、第
12
回
日

韓
学
生
交
流
会
（
日
韓
学

生
の
出
会
い
と
和
解
の
き

っ
か
け
の
場
に
な
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
）
参
加
の

た
め
司
祭
と
と
も
に
広
島

へ
。「
両
国
間
の
政
治
的
問

題
の
意
識
や
反
感
は
避
け

ら
れ
な
い
と
思
っ
た
が
、韓

国
の
学
生
た
ち
は
自
分
た

ち
日
本
人
を
心
か
ら
受
け
入

れ
接
し
て
く
れ
た
。『
昔
の

こ
と
を
ひ
き
ず
る
の
で
は

な
く
、前
に
進
む
た
め
に
ど 

う
し
た
ら
い
い
か
、過
去
の
反

省
を
も
と
に
一
緒
に
考
え
て

い
こ
う
』
と
語
っ
て
く
れ

た
」。
準
備
に
丸
１
年
を
要

す
る
交
流
会
。
来
年
、再
来

年
は
長
崎
管
区
が
担
当
す
る

が
、韓
国
へ
出
向
き
、韓
国

か
ら
迎
え
る
と
い
う
運
営
に 

は
、組
織
と
し
て
の
ま
と
ま
り

の
必
要
性
を
感
じ
た
と
い
う
。

　

中
学
の
頃
か
ら
友
人
た
ち

と
バ
ザ
ー
出
店
や
清
掃
な
ど

教
会
奉
仕
を
手
伝
う
。
現

在
、熊
本
に
在
学
中
。
長
崎

と
違
い
信
者
が
少
な
い
環
境

だ
が
、「
Ｗ
Ｙ
Ｄ
か
ら
帰
国

し
て
、大
学
の
仲
間
に
写
真

を
見
せ
た
り
話
を
し
た
り
し

た
。
胸
を
張
っ
て
『
カ
ト
リ

ッ
ク
』
と
言
え
る
よ
う
に
な

っ
た
」
と
話
す
。
普
段
は
場

所
が
離
れ
て
い
る
た
め
、長 

崎
の
メ
ン
バ
ー
と
の
連
絡
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
。

「
今
後
も
み
ん
な
で
活
動
を 

呼
び
掛
け
る
。
気
軽
に
参
加 

し
て
ほ
し
い
」。
長
崎
の
カ 

ト
リ
ッ
ク
青
年
の
活
動
は
、

http://m
x.m

inx.jp/
khr1003

で
紹
介
し
て
い
る
。

　

大
学
で
は
法
学
専
攻
、趣

味
は
サ
ッ
カ
ー
、ド
ラ
ム
演

奏
。
浦
上
教
会
所
属
。

　　

Ｗ
Ｙ
Ｄ
を
広
げ
る
会

�

会
長　

深
堀　
　

彰あ
き
ら

さ
ん（
20
）　

　

雲
仙
殉
教
祭
は
５
月
21
日

午
後
１
時
か
ら
雲
仙
メ
モ
リ

ア
ル
ホ
ー
ル
で
行
い
、
ミ
サ

後
は
記
念
碑
が
建
つ
地
獄
湯

に
向
か
っ
て
巡
礼
す
る
。

分 離 の 壁

交流・対話
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か
ら
の
日
本
と
世
界
に
お
け

る
長
崎
の
役
割
」
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
野
下
千
年
師
。
パ

ネ
リ
ス
ト
・
大
神
照
彦
、
三

浦
達
美
、越
中
哲
也
の
各
氏
。

講
話
・
最
終
回
の
ミ
ニ
さ
る

く
は
、
マ
リ
ア
園
周
辺
。
い

ず
れ
も
講
話
の
前
に
は
、
ミ

ニ
さ
る
く
、
講
話
の
後
は
音

楽
。
第
７
回
、演
奏
は
な
し
。

参
加
料
、
各
回
２
，
５
０
０

円
、
７
回
通
し
（
１
４
，

０
０
０
円
）。主
催
は
ア
ジ
ェ

ン
ダ
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
な
が
さ
き

（
電
話
０
９
５
―
８
４
８
―

０
４
９
２
）

　　

４
月
か
ら
始
ま
っ
た
新
学

期
、
皆
さ
ん
は
元
気
に
過
ご

し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？　

私
は
４
月
か
ら
五
島
の
奈
留

島
に
あ
る
、
奈
留
教
会
に
い

ま
す
。
こ
こ
は
自
然
が
い
っ

ぱ
い
で
と
て
も
い
い
と
こ
ろ

で
す
。
ぜ
ひ
、
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。

　

と
こ
ろ
で
５
月
は
皆
さ
ん

も
知
っ
て
い
る
よ
う
に
マ
リ

ア
さ
ま
の
月
で
す
。
奈
留

教
会
に
は
ル
ル
ド
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
ル
ル
ド
に
は

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
ル
ル

ド
の
手
前
の
と
こ
ろ
に
、
海

で
拾
っ
て
き
た
丸
い
石
を
な

ら
べ
て
ロ
ザ
リ
オ
の
形
に
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
実
際

に
石
を
手
に
と
っ
て
ロ
ザ
リ

オ
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
石
は
海
の
荒
波
で

も
ま
れ
て
角
が
取
れ
て
ま
ん

丸
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
毎
日
の
生
活
の

中
で
も
荒
波
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
楽
し
い
こ
と
ば
か
り

で
は
な
く
て
、悲
し
い
こ
と
、

辛
い
こ
と
、
困
っ
た
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
そ

う
い
う
荒
波
に
も
ま
れ
て
、

私
た
ち
の
心
は
だ
ん
だ
ん
角

が
取
れ
て
ま
ん
丸
に
な
っ

て
、
優
し
い
心
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
マ
リ
ア
さ
ま
の
身

の
ま
わ
り
で
も
い
ろ
ん
な
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
イ
エ
ス

さ
ま
が
十
字
架
に
か
け
ら
れ

て
息
を
引
き
取
る
場
面
に
居

合
わ
せ
た
マ
リ
ア
さ
ま
の
心

は
悲
し
み
で
は
り
さ
け
そ
う

だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
マ
リ
ア
さ
ま
は
こ
れ
ま

で
と
同
じ
よ
う
に
、
１
つ
１

つ
の
で
き
ご
と
を
心
に
お
さ

め
て
、
思
い
巡
ら
し
て
い
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

神
さ
ま
は
い
ろ
ん
な
人
を

通
し
て
私
た
ち
に
大
切
な
こ

と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま

す
。
あ
る
い
は
毎
日
の
何
で

も
な
い
で
き
ご
と
か
ら
も
私

た
ち
は
神
さ
ま
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
神
さ

ま
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
つ
も
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う

に
、
心
の
ア
ン
テ
ナ

を
は
り
め
ぐ
ら
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
マ
リ
ア
さ
ま

の
よ
う
に
、「
お
言
葉
ど
お

り
、
こ
の
身
に
成
り
ま
す
よ

う
に
」
と
い
う
心
で
、
神
さ

ま
の
お
の
ぞ
み
を
実
行
で
き

る
よ
う
に
、
み
ん
な
で
一
緒

に
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

�
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築
40
年
を
前
に
新
し
い
場

所
（
平
蔵
町
）
に
一
部
３
階

の
建
物
が
急
ピ
ッ
チ
で
進

む
。
平
成
15
年
、
現
奥
浦
慈

恵
院
下
の
県
道
沿
い
の
が
け

崩
れ
の
た
め
、
子
供
た
ち
を

避
難
さ
せ
る
騒
ぎ
が
あ
り
、

さ
ら
に
建
物
の
老
朽
化
が
心

配
さ
れ
、
昨
年
11
月
工
事
着

工
、
今
年
11
月
に
は
完
成
の

予
定
。

　

奥
浦
慈
恵
院
は
、
昨
年

創
立
１
２
５
周
年
を
迎

え
た
。
パ
リ
外
国
宣
教

会
司
祭
マ
ル
マ
ン
師
の

指
導
で
奥
浦
村
平
蔵
郷

字
大
泊
の
民
家
を
借
り
、

「
大
泊
小
部
屋
」
と
し
て

発
足
し
た
の
が
慈
恵
院

の
始
ま
り
。
そ
の
後
、
堂

崎
、
現
在
地
に
は
１
０
０

年
の
歴
史
を
刻
む
。
現
在

定
員
35
人
、
職
員
17
人
。

　

訪
問
し
た
日
の
子
供

た
ち
は
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
、
部
屋
で
遊
ぶ
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
兄
弟
・
姉
妹

の
よ
う
に
春
休
み
を
楽
し
ん

で
い
た
。

　

廊
下
に
は
卒
院
生
の
結
婚

式
、
赤
ち
ゃ
ん
の
写
真
が
掲

示
、
祝
福
さ
れ
て
い
た
。
最

近
の
卒
院
生
の
手
紙
に
、「
慈

恵
院
の
炊
事
場
で
手
伝
い
を

し
て
い
た
こ
と
が
今
で
は
と

て
も
役
に
た
っ
て
い
ま
す
。

遊
ん
で
ば
か
り
じ
ゃ
駄
目
で

す
よ
。
し
っ
か
り
先
生
の
い

う
こ
と
を
聞
い
て
勉
強
し
て

く
だ
さ
い
ね
。
先
生
か
ら
い

わ
れ
た
こ
と
の
意
味
が
後
で

分
か
っ
て
き
ま
す
」
と
慈
恵

院
に
い
た
こ
ろ
の
思
い
出
を

つ
づ
っ
た
後
輩
を
励
ま
す
便

り
も
舞
い
込
む
。

　

卒
院
生
が
休
み
に
帰
郷
、

と
く
に
成
人
式
に
は
懐
か
し

い
顔
が
そ
ろ
う
。
在
院
生
も

親
・
弟
妹
の
よ
う
に
喜
ぶ
姿

は
慈
恵
院
で
生
活
し
た
絆
の

深
さ
を
感
じ
、
院
の
運
営
理

念
が
全
職
員
に
浸
透
し
て
き

た
恵
み
と
も
い
え
る
。
理
念

と
は
「
家
庭
に
お
い
て
適
切

な
養
育
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
児
童
を
家
庭
に
替

わ
っ
て
養
育
す
る
。
そ
の
実

践
に
あ
た
っ
て
は
カ
ト
リ
ッ

ク
の
愛
と
奉
仕
の
精
神
に

よ
っ
て
育
（
は
ぐ
く
）
み
、

児
童
の
必
要
に
応
え
る
よ
う

努
め
る
」。

　

新
し
く
で
き
る
施
設
は
、

お
告
げ
の
マ
リ
ア
修
道
会
奥

浦
修
道
院
に
隣
接
、
浦
頭
教

会
に
も
近
い
。
移
転
に
つ
い

て
濱
村
み
ち
子
院
長
は
「
建

物
の
老
朽
化
、地
盤
の
亀
裂
、

地
理
的
な
問
題
な
ど
の
理
由

　

長
崎
市
の
姉

妹
都
市
、
フ
ラ

ン
ス
・
ヴ
ォ
ス

ロ
ー
ル
村
の
代

表
ク
ロ
ー
ド
・

ビ
ュ
レ
ル
村
長

ら
８
人
は
、
長

崎
市
外
海
地
区

の
地
域
活
性
化

運
動
の
一
環

と
し
て
３
月
28

日
、
西
出
津
町

の
フ
ェ
ル
ム
・

ド
・
外
海
農
園

（
代
表
日
宇
ス

ギ
ノ
さ
ん
）
に

招
か
れ
、
農
園

関
係
者
と
共
同
で
、柑
橘（
か

ん
き
つ
）
の
新
種
「
ゆ
う
こ

う
」
50
本
の
成
育
を
願
っ
て

記
念
植
樹
し
た
。

　
「
ゆ
う
こ
う
」
は
外
海
地

区
の
開
発
事
業
に
貢
献
し

た
フ
ラ
ン
ス
人
ド･

ロ
神
父

（
１
８
４
０
〜
１
９
１
４
）
が
持
ち

込
ん
だ
と
い
わ
れ
る
柑
橘
類
。

こ
の
日
、
姉
妹
都
市
の
皆
さ

ん
は
、
準
備
さ
れ
た
植
樹
園

に
、
１
本
１
本
丁
寧
に
ス
コ
ッ

プ
で
植
え
込
み
土
盛
り
し
た
。
昼
食
会
で
は
農
園
の「
ゆ
う
こ

う
」で
味
付
け
さ
れ
た
郷
土
料

理
に
舌
鼓
を
打
ち
、
ビ
ュ
レ

ル
村
長
は
、「『
ゆ
う
こ
う
』は

友
好
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。レ
モ

ン
の
よ
う
に
、人
の
心
に
愛
が

溢
れ
る
で
し
ょ
う
」
と
、
に

こ
や
か
に
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

姉
妹
都
市
の
ヴ
ォ
ス
ロ
ー

ル
村
は
、
ド
・
ロ
神
父
の
出

身
地
。
１
９
７
８
年
以
来
旧

外
海
町
と
交
流
を
続
け
て
き

た
が
、
昨
年
、
長
崎
市
と
合

併
し
た
た
め
、
長
崎
市
が
引

き
継
い
で
い
く
。
そ
の
友
好

の
第
１
弾
が
４
月
１
日
、
東

出
津
町
の
道
の
駅
「
夕
陽
が

丘
そ
と
め
」の
開
店
式
。ビ
ュ

レ
ル
村
長
は
、
長
崎
・
伊
藤

市
長
ら
来
賓
と
並
ん
で
祝
福

の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
参
列
者

の
拍
手
を
浴
び
た
。

　
（
写
真
は
「
ゆ
う
こ
う
」
の

植
樹
＝
左
が
ビ
ュ
レ
ル
村
長
）

で
、
堂
崎
地
区
か
ら
浦
頭
地

区
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
紺こ

ん
ぺ
き碧
の
海
を
眼
下

に
見
下
ろ
す
絶
景
の
現
施

設
、
ま
た
先
輩
方
の
ご
苦
労

の
中
で
育
ま
れ
た
場
所
を
離

れ
る
こ
と
は
心
苦
し
い
の
で

す
が
、
何
よ
り
も
子
供
た
ち

の
心
身
の
安
ら
ぎ
を
優
先
し

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
る
。

　

長
崎
さ
る
く
博
‘06 
タ
イ

ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
長
崎
に
見

る
宗
教
と
融
合
の
文
化 

講

話
の
３
部
構
成
で
、
４
月
か

ら
10
月
ま
で
の
毎
月
第
３
土

曜
日
（
４
月
の
み
第
５
）
に

開
催
さ
れ
る
。
第
１
回
の
４

月
29
日
は
、
国
宝
・
大
浦
天

主
堂
（
各
回
）
で
髙
見
大
司

教
が
「
ロ
ー
マ
教
皇
庁
と
長

崎
」
と
題
し
て
、
長
崎
キ
リ

シ
タ
ン
史
の
全
容
を
語
る
。

続
い
て
「
音
楽
の
夕
べ
」
宗

教
音
楽
家
皆
川
達
夫
さ
ん
を

迎
え
て
聴
く
「
グ
レ
ゴ
リ
オ

聖
歌
」。
ミ
ニ
さ
る
く
は
大

司
教
館
周
辺
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
者
の
予
定
は

次
の
通
り
。

　

第
２
回
講
話
、
５
月
20
日

「
キ
リ
シ
タ
ン
世
紀
」
の
キ
リ

ス
ト
教
発
展
、
講
師
デ
・
ル

カ
・
レ
ン
ゾ
師
（
日
本
26
聖

人
記
念
館
館
長
）
演
奏
は
ザ

ビ
エ
ル
記
念
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
。

ミ
ニ
さ
る
く
は
、聖
フ
ィ
リ
ッ

ポ
教
会
ほ
か
。
第
３
回
講
話

６
月
17
日
「
殉
教
と
潜
伏
」

片
岡
千
鶴
子
学
長
（
長
崎
純

心
大
学
）
ミ
ニ
さ
る
く
は
如

己
堂
周
辺
。
演
奏
オ
ラ
シ
ョ
・

生
月
の
壱
部
地
区
の
皆
さ
ん
。

　

第
７
回
10
月
21
日
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
こ
れ

　

城
山
教
会
は
４
月
16
日
、

復
活
祭
の
10
時
30
分
の
ミ
サ

後
に
、
焼
肉
パ
ー
テ
ィ
ー
を

教
会
前
で
開
き
好
評
だ
っ

た
。
前
日
の
徹
夜
祭
は
小
雨

模
様
、
こ
の
日
最
高
の
天
気

に
恵
ま
れ
た
。
信
徒
が
ミ
サ

を
終
わ
っ
て
聖
堂
を
出
る

と
、
焼
肉
の
匂
い
が
プ
ー

ン
。
仕
入
れ
値
の
半
額
、
出

血
サ
ー
ビ
ス
で
１
０
０
人
分

の
肉
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に

胃
袋
入
り
。
創
作
復
活
弁
当

も
売
り
切
れ
た
。

　

信
仰
を
問
う
ア
ン
ケ
ー

ト
、
教
皇
来
崎
の
記
念
ビ
デ

オ
、
昨
年
の
ワ
ー
ル
ド
ユ
ー

ス
デ
ー
ケ
ル
ン
大
会
ビ
デ
オ

の
映
写
会
も
催
し
、
新
た
な

感
動
を
。
小
教
区
評
議
会
の

初
の
試
み
で
ク
リ
ス
マ
ス
の

よ
う
に
お
祝
い
し
よ
う
と
、

各
ア
ク
シ
ョ
ン
に
呼
び
掛
け

実
現
し
た
。
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職
員
も
一
緒
に

綱
引
き

社
会
福
祉
施
設
め
ぐ
り
④

―
  

五
島
市  ―

ド・ロ神父の意志を継ぎ
「ゆうこう」の記念植樹－西出津

　

  

長
崎
さ
る
く
博
（
国
宝
・
大
浦
天
主
堂
）

長
崎
に
見
る
宗
教
と　
　

　
　
　

融
合
の
文
化 

講
話

復
活
祭
を
味
わ
う

復
活
祭
を
味
わ
う

復
活
祭
を
味
わ
う

奥
浦
慈
恵
院

奥
浦
慈
恵
院

奥
浦
慈
恵
院

奥
浦
慈
恵
院


